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はじめに 

ワークプレイスプログラミング研究部会では、これまでの

成果のまとめ方や発信方法の模索、議論を経て、今後の研究

テーマについて議論を開始したところである。本稿では、こ

れまでの活動内容を簡素にまとめた上で、現在、本部会の議

題の中心である「今後の活動テーマ」について報告する。具

体的には、今後の取り組みのテーマを探るきっかけとして行

った部会メンバーへの自由記述アンケート形式での調査の結

果についてまとめる。まず、ワークプレイスプログラミンの

現状について、１）現在寄せられる指摘、２）時代との整合

性、３）具体的課題、４）今後の強化ポイント、５）普及に

向けた施策、の 5 つの切り口から整理する。次に、アンケー

ト調査の回答として寄せられたテーマ案について紹介する。

これらを通して、今後のテーマや活動の具体化に向けた議論

の素地とする。なお、本稿最後には、2019 年度大会において

開催したパネルディスカッションの概要について報告する。 

 

1. これまでの活動概要と成果について 

1.1 これまでの活動概要 

本部会は、ワークプレイスづくりへの関心が高まっている

中、ワークプレイスづくりの根幹となるワークプレイスプロ

グラミングが、日本ではまだ十分に普及しているとはいえな

い状況を踏まえ、日本社会の実情を反映した「ワークプレイ

スづくりにおけるプログラミング（要求条件整理）のあり方

の研究と具体的な実践・普及活動」を目的として、2014 年よ

り活動を開始した。 

合計 25回以上の部会を開催し、メンバーによるブレスト、

先進事例研究や現地調査、今後のワークプレイスプログラミ

ングの在り方などの活動により研究を深めてきた。 

1.2 成果 

これまでの研究部会の活動により、下記の成果がまとめら

れた。 

1)「ワークプレイスプログラミングの普及に向けて」 

研究部会の活動成果をまとめた冊子。部会メンバーのワー

クショップによる仮説、事例研究、プログラミングがワーク

プレイスに与える価値の研究、プログラミングの将来に向け

た試論と提言を含む。（オフィス学会ホームページに掲載予定） 

2) 論説 Article「「オフィス（学）の過去・現在・未来」 

ワークプレイスプログラミング研究部会での研究を経て」 

日本オフィス学会誌 Journal of JOS Vol.10 No.2 Oct. 2018 

研究部会としてのオフィスの過去・現在・未来についての

考え方や長崎県庁舎づくりの調査結果を踏まえたプログラミ

ングに対する研究部会での議論を掲載 

3) 大会発表結果の学会誌への掲載 

歴代のオフィス学会大会での発表やパネルディスカッショ

ンの内容をまとめた記事 

 

2.ワークプレイスプログラミングの現状 

 これまでの成果を踏まえて、部会で今後の取り組みテーマ

を探るにあたって、部会メンバーに対しての自由記述式のア

ンケート調査を実施した。この調査では、1．現在よせられ

る指摘、2．社会ニーズとの整合性と不具合、3．具体的な課

題、4．今後の強化ポイント、5．普及への方策、の 5 つの質

問から現状のワークプレイスプログラミングが抱える課題に

ついて探った。 

 

2.1 現在寄せられる指摘 

 最初の質問は、「Ｑ. 現在、ワークプレイスプログラミング

を行うときに、対象となる組織から指摘される問題点は何
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か？」である。表１は結果の概要である。 

成果の可視化については、中・長期的な視点からも求めら

れるが、加えて、 個別の実施項目や、短期的な活動について

の成果の提示についても要請が多い（表 1．①、②）。これに

ついては、⑤のように、プログラミングがカバーし得る課題

の範疇やその成果への期待や満足度についてのギャップ（提

供側、ユーザー、経営者）も問題として挙げられている。 

また、③④のように、プロジェクトのキックオフ段階での

活動の明確化への要請もある。 

 

表 1 対象となる組織から指摘される問題点 

①プログラミング成果の可視化 

・実施前のプログラミングの成果やその指標（数値）の可視化 

・アンケートやインタビューの実施効果や各項目と具体的成果物の関係

の可視化 

・ワークプレイスの生産性評価 

・ABW の実施効果（フリーアドレスとの違いや面積削減の視点への対応） 

②短期でのプログラミング成果の提示 

・従来のステップバイステップを越えた短期での成果提示 

③業務範囲や位置づけの明確化 

・人件費を含めた費用負担の明確化 

④実施体制づくり 

・効果が上がる対象者の人選を行うための情報提供 

⑤ユーザーへの情報収集の重要性の認識づくり 

・ユーザーに聞くと何かをやってくれるという期待度が増し、達成でき

ない項目への対応が大変になるという懸念払拭 

・経営者とユーザーの満足度の違いへの対応 

 

2.2 社会ニーズとの整合性と不具合 

次に、現状の社会のニーズとの整合性についての質問「Ｑ. 

これまでのワークプレイスプログラミングは、現在のビジネ

スの変化やニーズ、時代にあっているか？ 不具合があるとす

れば、それは何か？」について、まとめる（表 2）。 

社会のニーズに合っているかについては、意見が分かれて

いる。設計初期段階のフェーズが未整理／無意識的であった

前の時代を受けて、プログラミングが徐々に浸透する中で、

枠組みとしてのプログラミング（理想像）と極めてダイナミ

ックな創造行為である空間（建築）づくりとのギャップも浮

き彫りになる場面が出てきていると思われる。これらは、も

のづくりやＩＴの分野でもしばしば議論されることがある。

ワークプレイスづくりをウォーターフォールプロセスとみな

すか、アジャイルなトライアンドエラーのプロセスと捉える

のかによる違いに起因すると考えられる。 

 次に不具合や改善すべき内容としては、次々に出てくる現

代的なコンセプト（例えば、コワーキング）への対応や、ス

ペースのみならずスタイルのプログラミングなどが必要であ

る。同時に、ここでも成果をどう見せるか、示すかについて

の指摘が寄せられた。 

表 2  時代やニーズとの整合性 

時代に合っているか 

●プログラミングは時代に合っている 

・生産性向上やブランド構築など、中身のあるデザインを考える上で、

ビジネスの変化やニーズに、オフィス空間のデザインを適合させていく

行為が、プログラミングであるため時代を超えて求められている 

・働き方変革やその変革を支える環境づくりのもととなる「設計要件」

を構築するプロセスとしては有効 

●時代に合っていない 

・一連のプログラミングプロセスを、一定の時間と手間とをかけてまと

めたものを、設計者にハンドアウトする（きっちりとプログラミングフ

ェーズを経てから設計フェーズに移る）というやり方は顧客の望むプロ

セスではないことが多くなってきた 

不具合や改善すべき内容 

●効果の示し方 

・ビジョンの必要性を関係者にさらに感じてもらうこと 

・もっと早く成果を見たいという顧客にこたえるアジャイルなプロセ

ス・手法を検討 

・目的や成果物についてイメージがしづらい点の改善 

・「空間化とその前段階（≒プログラミング）との境界の整理」をした上

での中期的な効果の検証と効果の可視化 

●プログラミングの深耕 

・これまでは、スペース・時間・行動・人員を中心に調査分析していた

が、これからはスタイル(働き方)も重要となり、スタイルのプログラミ

ングの具体的な分析方法の確立 

・テレワーク、コワーキングスペースの構築への対応 

・「設計要件」を構築するプロセスと成果に至るまでの時間や情報収集・

分析方法の改善 

 

2.3 現在のＷＰプログラミングが抱える具体的な課題 

「Ｑ．ワークプレイスプログラミングの課題は何か？」へ

の回答を表 3 にまとめる。 

 

表 3  ワークプレイスプログラミングの課題 

①実施効果・成果 

・実施した効果がすぐ見えないこと 

・ゴールのイメージをシミュレーションし、関係者に事前に効果を共感

できるようにすること 

②手法・プロセス 

・標準的な手法、プロセスが存在しない点 

・顧客のビジネスプロセスに基づくプログラムづくりが明確ではない点 

・若い世代の感性や感覚を取り入れたプロセスや成果の見せ方を持つプ

ログラミングへの改善 

③プログラミング業務・専門性・費用 

・プログラミングを行う、ないしはサポートする際に拠り所とする専門

性があいまいであること 

・プログラミングの費用の見積・積算根拠がわかりやすい企画提案にな

りにくい 

・プログラミングの費用の見積が人件費ベースであり、結果の品質が評

価されるかたちになっていない 

④ステークホルダーへの理解 

・ワークプレイス改革は単なるオフィスレイアウトの検討ではなく、ワ

ークスタイルをどう変えるかについてワーカーが自ら考え、合意形成を

図っていくプロセスであることの理解を得ること 

⑤参画者の意識改革 

・参加者を広げれば広げるほど、現在の不具合の解消程度にしか発想が

及ばないこと 

⑥一般への認知 

・ユーザー・業界関係者にいかに認知してもらえるか？ ＦＭやＰＭが

広く認知されているように言葉の認知度をいかに普及させるか？ 
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プログラミングの分かりにくさに起因する課題が多い。実

施効果・成果はもとより、プロセス、手法、専門性のそれぞ

れに分かりにくさがあり、そのことが、表 3 中の④、⑤、⑥

のような重要性の認識の課題へとリンクしているものと思わ

れる。この課題へのヒントとしては「ゴールのイメージのシ

ミュレーション」が指摘されている。 

 

2.4 今後の強化ポイント 

次の質問は「Ｑ．今後は、ワークプレイスプログラミング

のどこを強化すれば良いか？」である。 

ここでは、ITを活用した効果的、効率的なプログラミング

の質の向上に加えて、ワークプレイスプログラミングの持つ

コンサルティング的な側面の強化などの意見がある。一方で、

コンサルティングの側面をどこまで包含するのかについては、

「専門性の明確化」という意見もあり議論がある。その他、

ここでも認知度の向上や成果の指標づくりといった共通の課

題が指摘されている。 

 

表 4 今後の強化ポイント 

●プログラミング技術の向上 

・センシングなどを活用した利用者、管理者いずれにも有効なスマート

オフィスの体系構築 

・データベースやシミュレーション技術の高度化 

・IoTを活用したデータ収集と分析をプログラミングプロセスに組み込む 

●コンサルティング側面の強化 

・ビジネスコンサルやマーケティング、ブランディングなど他の専門性

を取り込むこと 

・SDGｓ、ウェルネス、エンゲージメントなどといったキーワードに応

え得るもの 

・標準的な作業手順・ワークフローとアウトプット、および見積もり規

準の確立が、業界として必要 

・ワークスタイルを実行するためのしかけ（例：オリンピックを契機と

したテレワークの実施など） 

●専門性の明確化 

・専門性の明確化と総合化（ただし、一般化を目指すのではなく、類型

化や共通パターンを見出す） 

●認知度の向上 

・企業・団体の経営に不可欠であることを、経営者・トップに実感させ

ること 

・認知度の向上（有名イベントでの成功事例を情報発信など） 

・優良事例の整理と紹介 

●成果の指標づくり 

・プログラミングの成果の具体的な指標づくり 

 

2.5 我が国での普及への方策 

最後の質問は「Ｑ. 今後、さらにワークプレイスプログラ

ミングを日本で普及するためにはどのようにすれば良いか？」

である。これまでの部会でもしばしば話題となっている「普

及」に対する具体的なヒントを探る質問であるが、画期的な

アイデアは見当たらなかった。しかし、これまでの部会活動

において議論を重ねてきた、経営層へのアピール、教育活動、

研究活動、知見の整理などの地道な活動は継続課題である

表 5 普及に向けた方策 

●経営者層へのアピール 

・リクルートなど、人材活用にプログラミングが不可欠であることを、

経営者に実感してもらうこと 

・オフィス学会として、有償のサービスであることを明確にうたうこと

（標準パッケージづくりを併せて行う） 

●効果のアピール 

・社会・地域課題に応え得るものであることを実証すること 

・優良事例の展開やプログラミングに特化した大型イベント 

・プログラミングの実施が成果につながるという実態を何かの賞的なも

のでアピールする 

●プロセスや知見の見直し 

・日本では、家具購入時のサービスという側面が大きいと思われるため、

家具・什器のサプライヤ（販売者）が、プログラミングをメニュー化し、

見積・積算に含めること 

・オフィスの建築・移転の早い段階で、事業に参画すること 

・空間化（解）とその前段階（課題発見、課題整理）の違いを明確にし

つつ、その上で効果的な連携方法、融合方法を探ること 

・プログラミングに活用できる知見の獲得や整理（古い知見の見直しも

含む） 

・新たな知見の発見とは別に、業界では「あたりまえ」とされている経

験ベースの知見をエビデンスベースで一般化し、蓄積すること 

●設計者との連携 

・教育面や交流等での建築設計者との連携 

●学会・組織活動 

・学会でのアピール活動を強化する 

・ワークプレイスプログラミング協会（案）を設立して関係者を増やす。

（フォーラム等を開催し成功事例・失敗事例を発信） 

●学校教育の充実 

・学校教育での次世代への認識 

 

3.今後の活動テーマ 

 質問内容は「Ｑ.今後ワークプレイスプログラミン部会の研

究テーマとして取り上げたい内容は何か？ また、その理由

は何か？」である（表 6）。 

効果に関するテーマ 

ここでも、「効果」、「効果を示す」といったキーワードにま

とめられるテーマが複数見られた。リクルーティングや健康、

働き方といった、昨今の経営課題に資するプログラミングに

ついての研究である。 

枠組みを広げるテーマ 

 また、プログラミング≒ハードの要件整理といった狭い捉

え方ではなく、プロセスに焦点を当てるテーマも挙げられて

いる。具体的にはユーザー参加の効用などである。同様に、

ワークプレイスに限らず、他の建築タイプや他の学術分野で

のプレデザイン周辺の知見を集めるのもテーマとなろう。 

枠組みを整理するテーマ 

前述のように枠組みを広げる方向のテーマがある一方で、

枠組みを整理するテーマとしては、規準づくりなどがある。

より具体的なものとしては、「スマートオフィスのアイデアの

体系化」というテーマも挙げられている。  
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ＩＴの活用に関するテーマ 

 AI に代表される最新のテクノロジーをどのようにプログ

ラミングに活かすのか、また、これらのテクノロジーによっ

てワークプレイスはどう変化し、その変化にプログラミング

がどう対応するのかというのも大きなテーマとなろう。 

 

表 6 今後の部会のテーマとその理由 

効果 

●リクルート効果が期待できるプログラミング 
・経営に効果があることを具体的に示すため。 

●健康経営を実践するためのプログラミング 
・経営に効果があることを具体的に示すため。 

●心の戦略（エンゲージメント）を高めるプログラミング 
・経営に効果があることを具体的に示すため。 

●最新のワークプレイスづくりの研究によるプログラミングの効

用整理（エンゲージメント・リテインへの効用など） 
・ワークスタイルについて効用があるということであれば、具体的な

効果がどのようなものか 

●成果の継続のあり方 
・時間と手間(費用)がかかるわりに、経営者側(場合によってはユーザ

ー)の成果に対する満足度が高くないように思える。また、成果を最

初から社員の満足度に重点をおいている傾向にある。確かに社員が気

持ちよく働ければ生産性も上がるが、「プログラミングを実施する」

ということは、もう少し奥深い成果(継続)も必要ではないか。 

枠組みの整理 

●ワークプレイスプログラミングの標準ワークフローと積算基準 
・標準的な作業手順・ワークフローとアウトプット、および見積もり

規準の確立 

●スマートオフィスの体系構築 
・乱立しているスマートのアイデアや内容を体系化して今後のオフィ

スの方向性を検討するため 

枠組みの拡大 

●プログラミングをハードの設計要件整理としてだけではなく、

「プロセス」と捉え、ユーザー参加型による効用を整理 

・プログラミングを実施する仮定において、ユーザーがその目的を認

識しないと意味がない。そのため、ユーザーに理解してもらいやすい

ような工夫が必要。 

●他の建築タイプ（教育、医療、住宅。公共施設、まちづくり）

等での、計画職段階での活動の様態や外部の専門家との連携の様

態や知見を整理 
・ＩＴや製品開発等でのプレデザインからもヒントが得られる可能性

もある 

・プログラミングという言葉からいったん離れて、広くプレデザイン

についての知見を整理することで、ワークプレイスプログラミングの

立ち位置が分かってくるのではないか 

●ワークプレイスプログラミングの周辺・学際の研究 
・ワークプレイスプログラミングを取り巻く環境が多様化・複雑化し

ているため 

●東京一極集中を是正するための地方創生に貢献するワークプレ

イスの在り方研究（社会課題、地域課題を解決する事例。 
・ラッシュアワーの中、東京のオフィスで働かないといけないのか？

オフィス内だけでなく、あらゆる場所で働くことが理想であれば、東

京以外の方が実は快適ではないか？また、二拠点や他拠点がある働き

方もあるのではないか。オフィス内だけではなく、幅広い視点から検

討してみてはどうか。 

ＩＴの活用 

●ＡＩとワークプレイスプログラミング 
・ワークプレイスプログラミングがＡＩの時代でも有効性を発揮する

ことを確認する為 

・AIを使ったプログラム構築（＋プランニング自動生成） 

●テクノロジー（IoT や AI など）とワークプレイスプログラミン

グの関係 
・効果的なプログラミングの実施方法の研究のため 

4．アンケート調査結果のまとめ 

本部会では、これまでの活動の成果を踏まえて、ワークプ

レイスプログラミングの分野が次の一歩を踏み出すためのテ

ーマを模索している途中である。 

今回の調査と合わせて収集した「部会の活動の在り方」に

ついての意見としては、「経営的視点から実践効果の見える

化」、「若い世代の参画」、「これまでのパラダイムに捉われな

い取組み」、「様々な分野からの意見収集」、「最新の情報や口

コミの交換」、「情報発信」、「普及活動」等がある。関連して、

学会への期待として、「学生の参画や研究発表の主流化」や「プ

ログラミングに関わる認証や表彰等のオーソライズ活動」な

どの意見が聞かれた。 

 

5.2019 年度大会でのパネルティスカッション概要 

ここからは、以上の問題整理をベースに、オフィス学会大

会（2019 年 9 月 24 日、早稲田大学）にて行ったパネルディ

スカッション（PD）について、その概要を報告する。当 PD

では、上記のアンケート調査に基づいた問題整理の概要につ

いて部会長から説明したあと、3 人の部会メンバーからより

具体的な話題提供をした。そして、手短な議論を行ったうえ

で、最後に北山善一（ジョーンズラングラサール株式会社）、

西出和彦（東京大学）の両部会メンバーがまとめを行った。 

 

5.1 プログラミングは設計者という監督にわたす『脚本』 

 丸山玄（大成建設株式会社）の発表では、プログラミング

の意義と具体的な手法例について話題提供した。まず、プロ

グラミングは「目標を達成するための要求条件や制約条件を

明確化し、しっかりと明文化すること」と定義できる。その

上で、「施設に対する思いを、物語（≒脚本）にする」ことを

念頭にした方法についてその概要を述べた。 

 

5.2 プログラミングの課題について-～ワークプレイスを取

り巻く状況 

大川徹（株式会社竹中工務店）は、まず、プログラミング

を分かりやすく位置付けると「発注者や使用者の要求をまと

め、設計のための要求条件を文章化すること．また、単なる

文章化だけではなく、関係者の合意形成や意思決定を含んだ

要求条件を明らかにしていくプロセス」であると述べた。そ

して、プログラミングが必要となる幾つかの社会背景と対応

すべき個別的なテーマ（例えば、ABW、ウェルネス、オープ

ンイノベーション等）について言及した。最後に、“アジャイ

ルなプログラミングプロセス”という問題提起がされた。す

なわち、従来型（ウォーターフォール型）のやり方ではなく、

細かなトライ＆エラーをスピーディーに繰り返しながら進め

る方法の模索の必要性である。 
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5.3 ワークプレイスプログラミングの展望 

溝上裕二（ジョーンズラングラサール株式会社）の話題提

供としては、先の二発表を受けて、まず日系企業と外資系企

業のワークプレイスそのものやプログラミングへの認識や方

法論の違いについて解説した。次に昨今の働き方改革とワー

クプレイスの関係。企業経営手法の変化に伴うプログラミン

グの位置づけの変化について言及した。特に、昨今の経営で

重視されている「スピード感」、「迅速な意思決定」に対応し

たプログラミングの在り方（例えば、途中変更への許容等）

の模索の必要性について指摘した。 

  

5.4 ディスカッションとまとめ 

パネルディスカッションは、そもそもプログラミングしな

かったらどうなるのか、失敗とはどんなものか、という話題

を発端として、大川、溝上が話題としたプログラミングのア

ジャイルなプロセス、柔軟化、スピード化についての共通認

識を確認した。 

まとめとして、北山善一（前掲）からは実務レベルでは合

理化や自動化、スピード化ができる業務がまだまだあるので

はないかと思っている。そして、プログラミング業務の複雑

化・煩雑化が進んでいるので、できるだけシンプル化する必

要があるのではないかとのコメントがなされた。 

西出和彦（前掲）からは、まだまだワークプレイスプログ

ラミングが浸透していない。普及させるためには、現在のプ

ログラミングの分かりにくさを軽減しなければならない。そ

の要因のひとつとして、用語、特にカタカナ語の分かりにく

さがあるので、日本語で言い換える、用語を整理する等から

はじめてもよいのではないかとの提案がなされた。 

以上、自由回答形式のアンケート調査とパネルディスカッ

ションを経て、ワークプレイスプログラミングの今後の大き

な方向性とともに個別の具体的な課題もクリアーになりつつ

あると考えている。 
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